











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 0 1 31 2
2
3
??
1
0
1
1
1
3
43
18
92
0
0
2
その他
4
9
2
15
10．3
0
?
0．9 2．8 85．　2
3
2
5
L9 4．6
不　　明
2
5
3
10
6．8
3
1
1
5
4．6
計
45
52
48
145
100
37
49
22
108
100
頭の中でも幾種かの神々が，併信雑居しているのが普通の状態である。そしてこの傾向は，戦前の
天皇制の統制のもとで，国家神道の存在を認めたうえで，はじめて諸々の宗教活動が許されるとい
う独特のありかたによって，ますます助長されることとなった。だから仏教徒の正田美智子さん
が，カトリック系の聖心女学院に学び，神道の本家本元たる天皇家に嫁入りし，その結果カトリッ
ク株までが上昇し，キリスト教系の学校へ入学志願者がさっとうするというような状態（？）が生
じたり，一国の首相が，国会で「朝晩神仏を拝むとか，かしわ手をうつとかして，一日一度反省す
るような人間をつくらねばならぬ。」（傍点筆者）と強調しても，誰あやしまぬ事態も起るのだとも
別表（2）入学動機
濠学1機
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?
?
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」?????
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自分の意　　志
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14
10
37
25．5
3
7
6
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家人のすすめ
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39．3
3
8
5
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他人のすすめ
6
7
1
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5
6
4
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公立高校
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0
1
1
2
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2
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いえる。
　それはともかくとして，次にこれら生徒の入学動機の回答結果についてみてみよう。
　別表（2）によれば，聖家族高校では，37パーセントと一番多くが，公立高校入試に失敗したか
らとのぺている。そしてここにあげられた項目から判断すれば，実際にはその数はもっと多くなる
ものとみてよいと思う（特に3年生の2名は他の学年にくらべて極端に少なくなっている点を考慮
する必要がある）。つまり聖家族高校の場合，公立高校入学が1第一志望であった生徒がかなり多数
含まれているということである。そしてこの場合第二の分布をしめしている「近いから」という理
由も，注目してよいと思う。つまり近くに他の適当な高等学校があれば，そちらへ行ったとも考え
られるからである（これは同志社高校の場合も同じ。）
　一方同志社高校の場合には，「公立高校入試に失敗したから」と答えている生徒は，僅かに2名
となっている。これは聖家族高校と大いに異なる点で，注目されるが，しかしこれも京都における
同志社大学に対するかなり高い評価一したがって好ましいエレベーターの一段階としての同高校
のか性格からきているとみるのが，より適当と思われる（女子の場合でも，同志社は私立では京都
で一番高いと一般に評価されている）。なぜならば，同校の場合，「家人のすすめによる」が一番多
く，つづいて「自分の意志から選んだ」となっており，この2つでおよそ6割5分をしめている
が，その家庭の多くは，他宗派，特に仏教徒によってしめられているのであるから，一般的にいっ
て特にキリスト教の学校を選んで入学しなければならない必然性はないとみるのが，より自然であ
る。付言すれば，種々の配慮から特に「同校がキリスト教の学校だったから」，という項目を作ら
なかったためでもあるが，しかしそのさい「その他」の項目で，その点を特にことわる生徒のある
ことを当然予想したが，両校を通じて1人もいなかったことは，以上の仮説をより確固たるものに
するに役だつだろう。
別表（3）生徒の階層意識
項目
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　以上家庭の宗教，入学動機から判断すれば，両高校の価値は，独特の宗教教育を行なう私立の宗
教学校としてよりも，むしろ世俗的普通公教育を行なう法的に認められた高等学校である・という
その世俗的条件によって，生徒及びその家庭から評価されていると推定してよいと思われる。これ
はさらに後述の生徒たちの宗教教育の時間数に対する回答とも関連させながら，読みとるとなおは
っきりするだろう。
　次に家庭の職業であるが，学校側の調査統計をかいまみた範囲では，同志社高校の場合，学校が
京都市内にあるせいもあって，新旧の中産階級全般にわたっているのに対して，聖家族高は郡部の
学校のため，農家の子女が第一の分布をしめていた。これと次の生徒の階層意識とを関連させて考
えれば，およそ通学する生徒の家庭の層は推定できるであろう。つまり同志社高校では74パーセ
ント，聖家族高校では89パーセントが，中層以上の層に属していると思っているのである。
　以」二家庭の宗教，階層意識，入学動機などを考えあわせると，両校生徒と普通一般の公立高校入
学者との問には，さほどめだつ特徴は認められないといってよいと思う。つまり大半は中産階級の
子女であり，家庭の宗教も大半が仏教であり，場合によっては公立高校に入学していたかもしれな
いと思われる子女によって大半がしめられているとみてよいと思う。差ありとしてもニュアンス程
度一つまり授業料の点などから，やや裕福な，そして宗教の点で心もちクリスチャンの子女が多
い程度と思われる（この調査からは，そのクリスチャンの子女も意外な程少なかったことは前述の
とおり）。
　このような普通一般の高校生とめだつ差異の認められない高校生が，キリスト教による宗教教育
をどのように受けとめているかは，仏教系の場合と関連して興味のあることといえる。
　そこでまず，学校側がどのような宗教教育活動を展開しているかをみると，同志社高校では，キ
　　　　　　　ぜリスト教学校教育同盟編さんの教科書を使って，毎週1時間の特設授業を一貫して行なっているほ
か，毎朝の礼拝は学園の中心活動となっている。またクラブ活動における宗教部では早天祈禧会と
部会を毎週一回ずっ開いており，キャンプ祈薦会などによるキリスト教者としての教育も実施して
いる。
　一方聖家族高校の方は，「堅実な思想と女性の本分を自覚した，女らしい性格の育成」を教育目
標にかかげ，学校での宗教教育として1，2年生にはカトリック要理を毎週1時間・3年生には
「愛の教え」を毒週1時間学ばせ，そのうえに「あなたと人間社会」という副読本によって・宗教
中心の道徳教育を実施している。また放課後には聖母マリアに対する信心行を行なっており・生徒
の参加は学級単位の持ち回り制になっている。
　これが両高校における宗教教育の簡単なあらましであるが，これからみるとほぼ同程度（ややた
ちいっていえば聖家族高校のほうがやや活発といえるかもしれない）の宗教教育が行なわれている
ものとみてよいと思う。
　この学校側の宗教教育を生徒の側では，どのように受けとめているか。別表（4）によれば，両
高校合計253名の調査対象中およそ6割の生徒が，「現在学校のやっている宗教教育の時間教は適
当である」と答え，残り4割の生徒のうち実数でいえぽ，同志社高校では41名が「学校の宗教時
一29一
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別表（4）宗教教育の時間数に対する生徒の意見
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問はやや多過ぎるか」または「形式的になっていて無意味だ」から「少なくせよ」あるいは「やめ
た方がよい」と答え，「宗教の時間数は不足しているからふやせ」の17人をおおはばにうわまわっ
ている。一方聖家族高校の方は，それぞれ21名と20名とほぼきつこうしている。つまり宗教時
数の多少とは逆に，聖家族高校の方に，学校側の宗教教育に対する寛容な態度の表明がみとめられ
る。この点は，仏教系の場合と関連させてよみとる必要があろう。
　そしてこのような生徒側の回答結果は，次のような生徒の言葉をいちおうのめやすとして，くく
ることもできるのではないだろうか。つまり「いったん宗教学校に入ったからには，いま程度の宗
教時間がくまれていることは，あたりまえのことで，どうこういうすじあいではないと思う」（同志
社1年女生徒）といういわば順応型，諦観型の生徒によって，両校生徒の大半がしめられていると
いうこと。そしてその背景に「宗教教育の特設時問はできればない方が助かる。なぜなら公立高校
の場合には全くやっていないのだから，それだけ一般教育の時間が少なくなる計算だ。だからどう
してもや．らなければならないものなら，課外活動でやるようにするとよいと思う。」（同志社高校2
年男生徒）に類する意見をのべている生徒が数人いたことをつけ加えておけば，生徒のおおよその
傾向をうかがい知ることができよう。このような風潮は，先の仏教系の学校の調査結果と非常によ
く似ている点だということもできるだろう。やや女生徒の方に（同志社は男女共学であるからいち
がいにいいきることはできないが，一般的にみて）ともに宗教教育に対する期待ないし寛容な態度
が濃く表明されているかにみうけられることも興味ある点である。
　最後に生徒たちの作文について，ややたちいって分析してみよう。
　題目は「池田首相は人づくり政策の中心として，宗教情操かん養の重要性を強調していますが，
キリスト教学校に学ぶあなたはこれについてどう考えますか」で，400字詰原稿紙一枚程度のもの
である。
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別表（5）　宗教教育強化政策に対する反応
　①
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?
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?
1
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?
’一??
?
反抗的
12
11
12
35
24．1
10
8
3
21
19．4
批判的
6
13
8
27
18．6
8
8
4
20
18．5
無関心
6
12
6
24
16．6
2
4
1
7
6．5
好意的
13
10
17
40
27．6
2
11
6
19
17．6
賛　同
8
6
5
19
13．1
15
／8
8
41
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????
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②
校名廻
同志社
聖家族
好意的
賛同的
40．7％
55．6％
????
?
’742
37．・9％
　まず総括統計的にいえば，1割強の生徒が，これに無関心の態度を示し，47．0パーセントが賛同
または好意的反応，40．7パーセントが批判的ないし反抗的反応を示していた〔別表（5）参照〕。
この数字は前記両校生徒の6割が，学校の宗教教育の時間数を適当だと答えていたこと，つまり別
表（4）の結果と対比しながら，さらには仏教系の調査結果と関連させながら読みとる必要がある
だろう。
　政府の宗教教育強化の声に賛同する生徒は，賛成の理由として，「神を恐れる心が人間生活の基
本であり，すべての悪は神を恐れない心に根ざす」（同志社2年男生徒）とか，「神に祈る心は道徳
教育の根本である」（聖家族1年生）などの点をあげ，「宗教教育はもっと小さい時からやるべき
で，高校では遅すぎるのではないか」（聖家族2年生）そしてさらに進んで「現在公立学校で宗教
教育がやりにくいたてまえになっているのなら，池田首相は予算をくんで，月謝の低い，宗教教育
を行なう私立学校をどんどんふやしていくべきだ」（同志社2年男生徒）となかなか積極的なかま
えの提言をしている生徒もある。
　『方逆に宗教教育強化に反対する生徒も，ほぼこれに匹敵する数をしめているわけで，「池田首
相は宗教的に従順な人間をつくって，政治家の自由に，思うままに動かせる人間を多量に生産しよ
5としているのではないだろうか。」（聖家族2年生），そしてさらに南ヴェトナムの例をあげ「政府
が宗教情操壱強調するのは，却って社会不安を激化させる結果に終るのではないか。」（同志社1年
女生徒）などと疑問をなげかけ，「悪人ができるのは，政治や社会環境のせいで，宗教とは関係な
いことだ」（同志社3年男生徒），それを「政治家の都合で，宗教をもちだし，合理的な科学を学ん
でいる学校に，一方的に非合理性を強制するのはどういうことか」（同志社3年男生徒）「むしろ学
校教育の正科からは，宗教教育を撤廃すべきだ」（同志社1年男生徒）と池田首相を強くたしなめ
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てし゜る生徒もあるのである。
　しかし宗教教育の賛否いかんに関係なく，「信教の自由」の観念は過半数の生徒にあまねく浸透
しているようで，近代的個人主義の論理は，さすがわ戦後の高校生と思わせる程のものがあった。
　たとえば「学校は学問をやるところで，信教は個人の自由であり，あくまでも個人的なことでな
ければならない。だから政府が学校教育の中でまで，宗教情操をかん養しようとせまるのは，正し
いこととはいえない。これは全く別の問題だ。」（同志社2年男生徒），「それぞれの家庭環境その他
によってきっかけはちがうはずだから，どんな宗教でもよいと思う。それを上からやいのやいのと
声をかけることは，却って信じようとする純粋な気持ちをこんらんさせるだけに終るだろう。」（聖
家族2年生）「宗教の信，不信は個人の自由だ。信じたい人は，勝手に信じていくだろう。それで
こそ宗教といえるのだ。」（同志社2年男生徒）などなど。
　しかしこの信教の自由に関して，その意味を「神仏を信じる，信じないの自由」という意味に解
しているか，それとも「どの神仏を信じるのも自由である」という意味に理解しているかを検討し
てみるに，その間の自覚は極めてあいまいな層が多いという印象が濃かった。強いてどちらかとい
えば，前者に近い寛容さが感じとられたのは，家庭と学校の宗教が全く分裂している特殊事情が影
響しているのかもしれないが，回答者が宗教学校の生徒であるだけに，考えさせられた点でもあっ
た。
　ところで今までみてきた生徒の発言からもよみとれるように，反抗的意志表示をしているものの
中には，宗教教育ということよりも宗教による人づくりという言葉，かけ声そのものに対して，感
覚的な反感を覚えている者も少なくないわけである。たとえば「人間は機械ではないのだから，上
からの人づくりのかけ声どおりに人間ができるはずはない。やれるならやってみろ。」（同志社3年
男生徒）とひらきなおったいいかたをしている生徒もあった。また「政府の人づくりと，宗教1青操
教育とははっきりきりはなすべきだ。宗教が一時の人づくり政策に利用されるような浅薄なもので
はないことが解っていないとは！」（聖家族2年生），「池田首相自身信仰があるのかどうか。貧乏人
に麦を食えといった首相自身，毎日かしわ手でも打って敬けんな気持ちになっているだろうか。そ
れもはっきりしないのに，宗教による人づくりなど，おこがましいかぎりだ。」（同志社2年女生徒）
などなど，つまり信教は個人の自由であって，政府が上からこれによる人づくりを唱道することは
よくないという考え方である。
　しかし反面，一部には国家的に統一された宗教を待望する声もないわけではなく，政府のイニシ
アチブに大いに期待をかけている生徒もかなりいる。「国全体，世界全体が信じられるような宗教
＿＿
｢界が一つになる近道だと思う。」（聖家族2年生），「イギリスのような国教が欲しい。」（同志
社3年男生徒）そして「神を知る心は，いずれは国を結びつけ，世界を一つにして，平和をもたら
すだろう。」（聖家族3年生）と結んでいる。
　また宗教教育の強化を望む生徒のなかには，凶悪犯罪激増に対する対策，青少年非行化防止対策
の面から，宗教教育の効果に期待をかける生徒が，予想されたとおりかなり多くみられ，「宗教は
思いやりの心を養う，社会道徳の基礎である。神を恐れる心は，社会から凶悪犯罪をなくし，とげ
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とげしい社会を住みよくする。」（聖家族3年生），「小さいときから宗教観念を計画的にうえつけれ
ば，人にめいわくをかける人も少なくなって，もっと住みよい社会ができると思う。」（同志社1年
女生徒）と池田首相好みの論理を展開している。そして「日本人は宗教に無関心でありすぎる。」
（同志社2年男生徒），「あやしげな種々の新興宗教が花ざかりで，これを野放しにしている，わが
国の状態はよくない。もっと整理整頓して，暖い心で一致して不幸な子などもたちに接しなければ
ならないと思う。」（聖家族1年生），「この点でも，わが国は外国に学ばなければならない。」（同志
社3年男生徒）とつづいているわけである。
　だがしかしやはり「金持ちと貧乏人との関係をそのままにしておいて，宗教的なお説教をいくら
くりひろげても，百害あって一利なし」（同志社2年女生徒）といい，「政治が社会環境の浄化をは
かるのが先決問題で」（聖家族3年生），「自分たちの失敗を，宗教でごまかすのは反対だ」（同志社
3年男生徒）と前述のように鋭く批判している生徒の声も決して無視できない。またある女生徒は
「物価の値あがりや，悪質なマスコミの影響に対抗して，宗教i青操教育の強化がどこまで効果をあ
げていくか，まったくみものだと思う」（聖家族3年生）と政治家のお手なみ拝見とばかり，高見
の見物をきめこんでいる生徒もあった。
　こうしたゆがんだ社会環境に対する生徒の眼はまた，国の内外における社会的，国家的対立関係
に果たすべぎ，宗教の役割ということに考えが及び，「宗教教育強化こそ，平和の道だ」（同志社2
年女生徒）とのべ，「神に祈る心は，思いやりの精神を養ない，自己犠牲の心情をつちかうから，
社会の人と人との心を結びつけ，対立する人間関係を解決する」（聖家族2年生）さらに「祈りに
よって学校全体の調和がとれるように，幼い時から家庭，学校，国家の宗教教育の中で，われわれ
は社会と世界の平和に役だつ人間となることができる」（同志社1年女生徒）と結んでいる生徒もい
る。
　しかし一方では「家庭の宗教が仏教で，学校では力トリック」という聖家族高校のある生徒（2
年生）は，南ヴェトナムにおける力トリック教徒の政権が，仏教徒を弾圧している事実を指摘し，
「キリスト者は平和の心を養なう」という学校での教えに深い疑念を示し，いつわりのない発言を
している。またある生徒は「宗教に宗派が多数あり，それぞれの宗派には多かれ少なかれ，排他
的，独善的性格があるのはどうしたことか」（同志社1年女生徒），「宗教はかえって社会的対立を
激化させ，対立そのものの原因となる場合があるのではないか」（聖家族3年生）と，いたいとこ
ろを指摘している。ここにも宗教情操教育と宗派宗教教育との難かしい問題点があることを，生徒
たちの方で無意識のうちに感じとっているようで，「家は仏教，学校はカトリック，しょせんは水
と油，私はどうしたらよいのか」（聖家族2年生）ととまどいにも似た苦悩に直面している生徒も，
必ずしも少なくないようであった。しかしこのような傾向はこの調査からは，予想していたよりは
少なかったというべきで，あるいは入学動機などのところで考察したように，きわめて世俗的な立
場から，この問題を簡単にわりぎっている生徒が意外に多いのではないかという印象はことのほか
強い。
　この点と関連して，近代の宗教が，個人の信仰を重視するといわれるように，人間苦というか，
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入間生活の悩みというか，宗教と個人の悩みという問題を，生徒はどうとらえ，それに直面してい
るか，まだこのような点に問題意識を求める基盤はうすく，どだい無理な相談とも思えるが，なか
にはそのきざしをみせはじめている生徒もなくはないといえる。たとえば「私たちの悩みや悲しみ
は，神に祈る心の中で，神の深い慈愛によってなごめられ，高く完成することができる。宗教は私
の人間をきたえ，大いなる励ましになっている」（聖家族2年生），「宗教は人間性を養ない，人間
を深める肥料だ」（聖家族3年生），「宗教は心の安息所として，幼い時からぜひ必要だと思う。公
立高校では，宗教一般を習っているだけで，われわれは，幼い時からキリスト教の雰囲気の中で育
てられ，本当によかったと思う。私には宗教は生きるささえだと思う。」（同志社3年男生徒），「宗
派はとはず，その宗教的雰囲気が生きていくのに重要なのだ。」（同志社2年男生徒）むろんこの傾
向は，一部の生徒にかぎられているともいえるが，しかし政界における創価学会の驚異的進出にみ
られるように，現実の苦悩を宗教によって解決しようとする基盤が，若い高校生の中にも育ちつつ
あることを示しているともいえるであろうか。
　しかし反面，聖家族高校のある生徒（1年生）が，教会の神父や修道女の美しからざる生活態度
をとりあげ，教義との矛盾を指摘していること，またある男生徒（同志社2年生）が「今の宗教家
は職業化して，宗教屋になってしまっている」と断定しているのは，プロテスタントといわれた当
時の伝道に対する覇気が，現実にはなくなっていることを，たくまず指摘しているといえば，いい
過ぎになるであろうか。既成教団は，悩める大衆の味方として，伝道につとめた，創生時代の宗教
的ちからが，教団自身の組織拡大化とともに，政治権力と結び，経済的基盤を強化するにしたがっ
て，むしろ弱まっていると考えられるのではないか。その印象が，仏教系の学校調査と関連してき
わめて濃いといわなければならない。そのことが，「宗派はなんでもよい」と生徒にいわしめ，創
価学会などの新興宗教の驚異的進出を促し，ひいては政府の宗教情操教育強化政策を生みだしてい
る基盤ともなっているのではなかろうか。
　ともあれ，そのようなイージーなありようが「神さまは人間が作りだしたものだろう」（同志社3
年男生徒），「宗教はあへんだ」（聖家族3年生）などの，たとえ紋切り型にしろ鋭い批判が，他なら
ぬその宗教教育そのものの中から生まれはじめている原因ともいえるだろう。
　ところで，政府の宗教情操教育の強化政策を，生徒たちがどう受けとめているかについて全体的
にいえば，前述のように，1割近くが無関心，残りのやや多くが賛同または好意的反応，その残
り，つまり4割が批判的，反抗的反応を示しているわけであるが，これを学校別にみれば同志社高
校の場合には，むしろ批判的，反抗的反応の方が僅かではあるが多くなっている。逆に聖家族高校
の方は賛同好意的が5割5，6分をしめている。ここでもやはり女性の方にやや宗教的情操歓迎の
傾向がでていたことになる。
　そして賛同，好意的意見が，政府や学校の指導方向に，素直に順応していくかまえをみぜている
・のは当然として，批判的・反抗的意見の中には，「天皇の神としての性格が否定された戦後の日本
に神はない。その神をまたつくるということか」（聖家族3年生）とか，「池田首相が宗教教育をこと
さらに強調するのは，自分の思いどおりになる，従順な羊のような人間を宗教によって，つくりあ
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げようという政治的裏面工作である。つまり政府自民党の保身の策であって，このこと自体が，も
し神仏ありとすれば，その神仏を冒漬するものである」（同志社3年男生徒）と痛烈に批判している
生徒もあるわけである。もちろんこのようなラディカルな意見は・ごく一部にかぎられているわけ
であるが，教育政策の主体の意図を，客体たる生徒たちのなかには，かなり批判的にみている者も
あるということはいえると思う。
　しかし，冒頭でみたように，一般的にいえば生徒と宗教の関係は意外に稀薄であり，極言すれ
ば，何らかの理由で，学校が宗教学校であることを今日ただ今突然やめたとしても，それほどのシ
。ックを受ける生徒は少ないのではないか。つまり宗教学校であることを共鳴歓迎して入学したの
ではなく，他の世俗的条件のもとに通学しているといえる。しかもなお学校の行なっている宗教教
育に対しては，大勢として順応し，抵抗なく受けいれているということである。そこに問題がある
ともいえる。なぜならば，政府の上からのかけ声に対しては反発しても，見方によっては，逆に何
らかのより強い他の世俗的条件つまり個人的に関係するより強い条件が，何者かの手によって加え
られれば（或ej：強制されれば），より強化された宗教教育をも，無理なく，受けいれていくだけの
要素は具わっているということもできると思われるからである。これには天理高校の場合を思い浮
べてみることも必要であろう。
　最後に，天皇制と宗教の問題や，戦前の宗教と政治権力との暗い結びつきの問題にふれている生
徒が，僅か1，2にとどまったことは，当然といえば当然のことであるが，ぎわめて印象的で，こ
の点でも高校生の意識の中では，既に「戦後」は終っているという感が深い。そしてこのことを逆
の面からみれば，その宗教教育において，歴史的教育は，意外なほど軽視されているという印象が
濃いのであった。
お　わ　り　に
　この小論文は，第九回，第十回，第十一回関東教育学会，及び第三回明治大学人文科学研究所研
究発表会で発表したものに手を加え，まとめたものである。研究は本文でのべたとおりまだ中途に
ある。大方の批判をいただければさいわいである。
　最後に，この研究に快くご協力下さった関係者の方々に心からお礼を申しあげねばならない。
Character　Building（Hitozukuri）　Policy　and　Culture　of　Religious　Sentiments
Hirornu　Kishirnoto
　　　Th6　government　is　going　to　carry　out　the丘rm　character　building　policy，　by　tighten・
ing　the　national　control　to　schQol　education，　taking　the　authority　of　the　Education　Ministry
which　has　beerl　regained　tG　the　prewar　leve1．　The　recent　controversy　on　this　subject　of　the
charcater　and　nation　building　policy　seems　to　be　concentrated　upon　the　moral　education　ra－
ther　tharl　the　promotiorl　of　scientlfic　and　technical　education　which　is　the　urgent　question．
Why　so？Maybe，　as“New　Curriculum”published　by　the　Education　Ministry　also　gives
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weight　to　it，　they　have　fully　realized　that，　however　highly　skilled，　a　man’s　scientific　techni．
que　depends　its　results　upon　the　attitude　of　his　mind．　And　the　govemmerlt　has　keenly　felt
this　attitude　of　a　man’s　rnind　is　absolutely　necessary　for　the　character・building　Policy。
　　　　　　Then　what　is　it　like？For　example，　the　ex－Prime　Minister　Ikeda　explained　it　in　the
National　Diet　as　fo玉lows：
　　“To　hear‘moral　education’，　one　would　think　it　is　rather　dif五cult　problem．　But，　in　short，
　　it　is　like　an　etiquette．　It　is　necessary　only　that　we　think　of　each　other　as　much　as　or
　　more　than　of　ourselves．　For　that　we　should　have　such　an　attitude　of　the　mind　as　being
　　pious　towards　the　eternal　and　absolute　being，　that　is，　cultivate　religious　sentiments．”
He　says，　in　short，　we　should　give　education　for　cultivating　religious　sentiments．　Now　there
are　the　various　traditional　religious　schools　in　our　country，　which　have　developed亡he　re・
ligious　education　with　their　own　doctrine．　And　what　is　the　quality　of　the　education？May
it　be　useful　for　character　building　Policy　P
　　　　　　This　thesis　is　an　interim　report　of　the　research　on　the　actual　condition　that　whether
culture　of　this　religious　sentiments　may　be　old・fashioned　to　the　boys　and　girls　of　today，　or
still　have　any　significance．
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